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 令和６年４月４日会議概要  

                           

第１　日時　 

　　　令和６年４月４日（木）午前９時20分から午前11時25分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　増田委員長、在田委員、森委員、森田委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、　　

　　　警備部長、サイバー対策本部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

　　　令和５年度京都府警察退職職員表彰式（３月29日） 

　　　委員から、「危険と隣り合わせの職務に就かれ、見事に勤め終えられた職員を表彰するとい

　　う重要な式典であるということを強く感じた。式辞では、式典で感じた思いを伝えさせてい

　　ただいた。非常に立派な式典であった。」旨、報告があった。 

 

　２　議題 

　(1) 「ちかん・盗撮 ZERO」活動の実施について                 　　 　　 

      地域部長から、５月中を実施期間として「ちかん・盗撮　ZERO」活動を実施する旨、報

告があった。ちかん、盗撮等の犯罪を社会全体で許さないという気運の醸成を目的に、期

間中は検挙活動の強化や効果的な広報啓発活動、関係警察署や鉄道事業者等との連携強化

を実施重点として各種取組を行うものであるが、特に今回は、５月12日に京都鉄道博物館

において実施する「だれもが安心して乗れる電車」出発式において、京都にゆかりがある

ラグビー元日本代表の田中史朗氏を一日鉄道警察隊長に委嘱して、様々な啓発活動を行う

こととしている。鉄道博物館と連携したイベントは昨年に続き２年目となるが、昨年のイ

ベントでは映像がＳＮＳで拡散される等反響が大きく、非常に効果的であったことから、

鉄道博物館からの要請もあり本年も実施することとなった。今後も趣向を凝らしたプログ

ラムで継続実施していくとともに、趣旨に賛同する団体や企業等にも働きかけを行い、気

 運を醸成するための活動の裾野を広げていきたいと考えている旨、説明があった。

　　　委員から、「１ヶ月の取組であるが、府民・市民に認識してもらうことが大切である。一

日鉄道警察隊長に委嘱する田中氏は、明るく発信力のある方であり、良い取組だと思う。」

「ＳＮＳで拡散されるかどうかはこのようなイベントで重要な評価ポイントとなるのでよ

ろしくお願いする。」旨、発言があった。　 

 

  (2) 自転車ヘルメット着用努力義務化に伴う経過について　                

    交通部長から、昨年の法改正で始まった自転車ヘルメット着用努力義務化から１年を経

　た現在の状況について報告があった。ヘルメットの着用率の調査結果では、現状は概ね10

　パーセント前後で推移しているほか、昨年９月に実施したアンケートでは、ヘルメットを

　被らない理由について「みんな被っていないから」「髪型が崩れるから」という意見がある

　等、着用の重要性や必要性について更なる広報啓発等が必要であり、着用促進方策として、

　ＳＮＳ等を活用した交通情報の発信等の広報戦略、児童の頃から着用の日常化を図るため
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　の教育委員会等との連携等の施策を２本柱で推進、展開していく。また、綾部市役所が自

　治体で初めて「自転車ヘルメット着用促進モデル事業所」に指定する旨の交付式を実施予

　定であり、特に中学校や高校での学校教育においてヘルメットを着用することは自分の命

　を守る為だけでなく、他者への安全に対する思いやりにつながることを啓発するよう働き

 　かけを行っていきたい旨、説明があった。

  　委員から、「教育現場と連携しながら小さなところからでも広めていくことが必要で、被

　らないことが恥ずかしいと思うような気運を高めることが大切だ。」旨、発言があった。 

 　　

(3) ネット安心アドバイザー登録通知書交付式の実施について 　 

  　 サイバー対策本部長から、４月８日、ネット安心アドバイザーの登録通知書交付式を実

　施する旨、報告があった。平成26年に、スマートフォンの急速な普及により青少年がサイ

　バー犯罪に巻き込まれるという実態を受け、これら犯罪から守る為に大学関係者やＩＴ企

　業の有識者を登録しているもので、府内の中学・高校においてタブレット端末を使った体

 　験型講座を実施しており、本年で11年目となる旨、説明があった。

 　　委員から、「北部方面の学校においても、ネット等を使えば実施は可能だと思うので、取

　組を広げていただき、多くのクラスや学年で実施していただきたい。」旨、発言があった。 

 

(4) 初任科第 270期、第 271期及び一般職員初任科第37期合同入校式の実施について　　　 

      警察学校長から、４月９日、京都府警察学校において実施される初任科第 270期、第 271

期及び一般職員初任科第37期の入校式に関して、入校生及び式の概要について報告があっ

 た。

 

  (5) 監察案件                                                          

         首席監察官から、監察案件１件について報告があった。

 

　３　個別決裁 

　　(1) 犯罪被害者等給付金（重傷病）の支給決定（案）について         　　 

        警務課犯罪被害者支援室長から、被害者による犯罪被害者等給付金支給裁定の申請の受

 　理及びこれに伴う調査・検討について説明があり、審議の上、給付金の支給を裁定した。

    

　　(2) 令和６年能登半島地震に伴う「特別自動車警ら部隊（近畿管区第十次）の派遣について

        地域部企画担当補佐から、警察法第60条第１項に基づく石川県公安委員会からの援助要

 　　　求について説明があり、審議の上、部隊の特別派遣を決定した。

 

    (3) 石川県警察に対する京都府警察職員（特別警備部隊）の特別派遣について 

        警備部次長から、警察法第60条第１項に基づく石川県公安委員会からの援助要求につい

 　て説明があり、審議の上、部隊の特別派遣を決定した。

 

  　(4) 石川県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について　　　　　　 　 

　　　　警備部次長から、警察法第60条第１項に基づく石川県公安委員会からの援助要求につい

 　　て説明があり、審議の上、警察職員の特別派遣を決定した。

 

    (5) 福井県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について　　　　　　 　 

　　　　警備部次長から、警察法第60条第１項に基づく福井県公安委員会からの援助要求につい

 　　て説明があり、審議の上、警察職員の特別派遣を決定した。
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    (6) 岡山県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について　　　　　　 　 

　　　　警備部次長から、警察法第60条第１項に基づく岡山県公安委員会からの援助要求につい

 　　て説明があり、審議の上、警察職員の特別派遣を決定した。

 

    (7) 公安委員会宛苦情について（処理１件）　　　　　　　　　　　　　 　 

　　　　公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛の苦情等申出１件に関して、調査結果及

 　　び通知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。

 

　４　聴聞等 

　　  運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　 　　　　　  　 　  

　　  交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

　の結果について説明があり、19件の行政処分を審議した。 

 

  ５　個別報告 

   (1)  損害賠償請求事件の勝訴について　　　　　　　　　　　　　　　　　  

        監察官室訟務官から、京都府を被告とする損害賠償請求事件につき、令和６年３月28日、

 　京都地方裁判所が原告の請求を棄却する判決を言い渡した旨、報告があった。

 

　 (2)  当面の行事予定等について                                   　  　 

   　   公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告

 　　　があった。


